
『
日
本
の
現
代
舞
踊
の
パ
イ

オ
ニ
ｰ
〜
想
像
の
自
由
が
も

た
ら
し
た
革
新
性
を
照
射
す

る
』
（
新
国
立
劇
場
情
報
セ
ン

タ
ー
ク
）
は
、
遡
る
こ
と
約

１
世
紀
前
、
明
治
政
府
に
よ

る
近
代
化
が
進
む
日
本
で
異

文
化
に
対
峙
し
た
舞
踊
芸
術

の
立
役
者
た
ち
の
姿
を
克
明

に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
彼

ら
は
西
洋
か
ら
流
入
し
た
バ

レ
エ
の
道
に
は
進
ま
ず
、
「
舞

踊
と
は
何
か
」
「
何
を
い
か
に

表
現
す
べ
き
か
」
を
問
い
か

け
続
け
な
が
ら
創
作
舞
踊
の

道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
。

そ
の
道
が
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
を
紐
解
く
。

序
章
で
新
舞
踊
勃
興
の
背

景
に
あ
る
西
洋
文
化
の
流
入
、

帝
国
劇
場
歌
部
か
ら
浅
草
オ

ペ
ﾌ
へ
の
変
遷
に
触
れ
、
続

く
各
章
で
現
代
舞
踊
の
父
で

あ
る
石
井
漠
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

に
遭
遇
し
、
日
本
的
要
素
を

多
く
作
品
に
取
り
入
れ
米
国

で
道
を
拓
い
た
伊
藤
道
郎
な

ど
、
現
代
舞
踊
を
語
る
上
で

重
要
な
12
人
の
舞
踊
家
た
ち

の
偉
業
を
明
ら
か
に
す
る
。

と
く
に
第
７
章
で
語
ら
れ
る
、

「
い
の
ち
」
に
対
す
る
対
話
か

ら
生
ま
れ
た
作
品
を
通
し
て

ヒ
ュ
ー
ｽ
ニ
ズ
ム
を
描
こ
う

と
し
た
檜
健
次
の
業
績
に
は

胸
に
突
き
刺
さ
る
も
の
が
あ

る
。
20
代
で
渡
米
し
、
「
日
本

人
の
人
生
観
を
舞
台
に
に
じ

み
だ
さ
せ
て
い
る
」
と
表
さ

れ
た
彼
の
作
品
の
世
界
観
は

米
国
の
観
客
の
心
を
わ
し
づ

か
み
に
し
た
。
ま
た
、
自
ら

が
舞
台
に
立
つ
だ
け
で
な
く
、

社
会
に
お
け
る
舞
踊
の
存
在

確
立
に
も
尽
力
し
、
多
く
の

門
下
生
を
輩
出
し
た
。
後
に

彼
ら
は
舞
踊
に
と
ど
ま
ら
ず
、

演
劇
、
評
論
な
ど
幅
広
い
分

野
に
は
ば
た
い
た
。
晩
年
、

病
に
伏
し
歩
行
さ
え
困
難
に

な
っ
た
身
体
で
床
に
立
ち
、

踊
り
続
け
た
彼
の
生
き
ざ
ま

は
、
ま
さ
に
自
ら
が
残
し
た

「
あ
ら
ゆ
る
芸
術
の
中
で
舞
踊

は
最
も
本
能
的
な
も
の
な
の

で
あ
る
」
と
の
言
葉
の
通
り

で
あ
っ
た
。
同
項
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ﾁ
大
学
に
お
い
て
現
代

創
作
ダ
ン
ス
の
教
鞭
を
執
っ

た
田
中
い
づ
み
さ
ん
が
執
筆

し
て
い
る
。
本
書
を
読
む
と
、

先
人
た
ち
が
今
日
に
綿
々
と

続
く
コ
ン
テ
ン
ポ
ﾌ
ﾍ
ー
ダ

ン
ス
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
洋

舞
前
史
と
と
も
に
、
グ
年
譜
、

貴
重
な
写
真
・
図
表
も
収
録

し
て
お
り
、
人
生
を
賭
け
て

日
本
の
洋
舞
界
を
牽
引
し
て

き
た
先
人
の
軌
跡
を
検
証
す

る
貴
重
な
書
だ
。

こ
れ
ま
で
専
門
的
な
学
術

書
が
な
か
っ
た
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
、

７
０
０
円
と
い
う
手
に
取
り

や
す
い
価
格
な
の
も
、
先
人

た
ち
の
後
を
追
う
若
き
ダ
ン

サ
ー
た
ち
に
教
科
書
と
し
て

使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
心

遣
い
か
ら
だ
ろ
う
。
　
（
三
）

■ぼくらの身体修行論（内田樹・平尾剛、朝日文庫）思想家で武
闘家の内田樹と、元ﾌﾂビー日本代表の平尾剛が身体論をめぐっ
て熱論を交わす。スポーツ嫌いの子供が増える理由。筋トレはな
ぜ有効なのか。指導者はいかにあるべきか。2007年クの『合気道
とﾌﾂビーを貫くもの』を改題し、文庫オﾍジナルの対談を巻末
に収録し発行。■サイドストーリーズ（ダ・ヴィンチ編集部編、
ミ川文庫）『百瀬、こっちを向いて』『校閲ガール』『君たちに明日
はない』『さよならドビュッシー』『天地明察』『探偵はバーにいる』

『まほろ駅前シﾍーズ』など話題の12作の登場人物たちが紡ぐ新た
なストーﾍー。それぞれの巻頭に本編のあらすじと作家のグ歴を
掲載しているので、作家と作品の入門編としても楽しめる。■マ
リコ、カンレキ（林真理子、文藝春秋 ）ｽﾍコもついに60歳。

「派手なものはやめてね」と言っていたのに、またまたやってしま
いました、「ド派でな還暦パーティー」。場所はｾシュﾌン一つ星
のフレンチ「レフェルべソンス」、司会は中井美穂ちゃん、歌は元
宝塚トップスターの姿月あさとさん、お土産は京都・鶴屋吉信の
紅白饅頭（ｽﾍコの顔のイﾌスト入り、なんと手描き）。「これか
らも思いきり、ちゃらいおばちゃんでいよう」。■花鳥の夢（山本
兼一、文春文庫）足利義リ、織田信長、豊臣秀吉といった時の権
力者たちの要望に応え、「洛中洛外図」「四季花鳥図」「聚光院障壁
画」など次々と新境地を拓いた天才画家・狩野永徳。ﾌイバル、
長谷川等泊への嫉妬、戦乱で灰となる己の絵、秘めた恋。乱世に翻弄されながらも
極みを目指したラ代絵師の苦悩と歓喜を描く。■おもしろすぎる現代物理（ア内薫、
サンｽーﾁ文庫）人気長期連載「ジョジョの奇妙な冒険」の作者、荒木飛呂ァが明
かす漫画の描き方。絵を描くときに必要な「美の黄金比」や、キャﾌﾁター造型に
必須の「身上調査書」、ヘｾンﾂウェイに学んだストーﾍー作りなど具体的な方法論
からその漫画術を惜しみなく披瀝する。■現代版ルールズ（エレン・フｯイン、シ
ュﾍー・シュナイダー、田村明子訳、ワニ文庫） 理想の伴侶マ得のための自己啓発
書『ルールズ』のSNS世代に向けた最新版。メールやフェイスブッﾁのルールズ、
オンﾌインデートのルールズ、要注意男の見分け方、失恋を克服するルールズ、男
性が幻滅する20のこと…。魅力的にｾステﾍｰスに自分を演出するには？ その極意
と方法を伝授する。「ルールズは男性を射止めるゲームではなく、人生の生き方その
ものなのです」（萱生暁子）　　 ■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

身
体
能
力
が
上
が
る
と
脳
も
活
性
化
す
る
。
12
作
の
登
場
人
物
た
ち
が
紡
ぐ
新

た
な
ス
ト
ー
ﾍ
ー
。
ｽ
ﾍ
コ
も
つ
い
に
60
歳
。
ラ
代
絵
師
の
歓
喜
と
苦
悩
。
人
気

作
家
の
漫
画
術
を
惜
し
み
な
く
披
瀝
。
理
想
の
伴
侶
を
マ
得
す
る
に
は
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

丸善出版・刊

日本現代舞踊の先人たち

ア
ジ
ア
圏
の
実
像
に
密
着
す
る

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

日
本
経
済
新
聞
社
が
ｰ
ジ

ｰ
の
メ
デ
ィ
ｰ
な
ら
で
は
の

視
点
で
近
年
成
長
の
著
し
い

ｰ
ジ
ｰ
経
済
圏
の
実
像
に
密

着
し
た
全
文
英
語
の
週
ク
誌

「
日
経
ｰ
ジ
ｰ
ン
レ
ビ
ュ

ー
」
。
世
界
を
牽
引
す
る
次

世
代
の
ﾍ
ー
ダ
ー
や
、
ｰ
ジ

ｰ
経
済
の
理
解
を
必
要
と
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
ｽ
ン
向
け
に
２

０
１
３
年
に
創
ク
し
た
。

経
済
の
専
門
家
や
知
識
人

の
洞
察
、
見
解
、
分
析
を
交

え
て
読
者
が
ｰ
ジ
ｰ
を
理
解

し
、
そ
の
地
で
成
功
す
る
た

め
の
秘
訣
を
紹
介
、
パ
ソ
コ

ン
、
ス
ｽ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
と
印
刷
物

を
融
合
し
た
総
合
英
語
メ
デ

ィ
ｰ
と
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を

提
供
し
て
い
る
。

「
ｰ
ジ
ｰ
企
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ﾁ
」
と
タ
イ
ト
ル
が
付
い
た

号
で
は
、
イ
ン
ド
と
東
南
ｰ

ジ
ｰ
で
最
も
勢
い
の
あ
る
会

社
１
５
０
件
を
時
価
総
額
や

潜
在
的
な
成
長
の
可
能
性
に

基
づ
い
て
選
出
。
ト
ッ
プ
に

選
ば
れ
た
の
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
テ

レ
コ
ｾ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

だ
。
各
企
業
の
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
デ

ー
タ
な
ど
詳
細
な
情
報
を
交

え
て
、
ｰ
ジ
ｰ
市
場
に
特
化

し
た
英
語
ｽ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、

分
か
り
や
す
く
ｰ
ジ
ｰ
の
今

を
伝
え
て
い
る
。

（
上

晴
香
）

片岡 康子・監修

日本経済新聞社

Asian Review

第７章を執筆した田中いづみさん

自
著
『
ｰ
ゲ
イ
ン
ス
ト
・
ﾍ
テ
ﾌ
シ
ー
〜
ﾂ
ﾌ
フ
ィ
テ
ィ
文

化
論
』（
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
出
版
）
の
出
版
記
念
講
演
と
サ
イ
ン
会
を

27
日
（
土
）
午
後
２
時
、
紀
伊
國
屋
書
店
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ﾁ
本
店

（
ｰ
ベ
ニ
ュ
ー
・
オ
ブ
・
ジ
・
ｰ
メ
ﾍ
カ
ス
１
０
７
３
番
地
）
で

行
う
。
サ
イ
ン
会
は
３
時
か
ら
４
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

美
術
家
の
大
山
エ
ン
リ
コ
イ
サ
ム
　
出
版
記
念
会
　


